
第 ３ 回 定 例 教 育 委 員 会 会 議 録 

 

１．招集日時   令和７年３月１２日（水）午後４時３０分 

 

２．招集場所   七飯町文化センタースターホール 

 

３．出 席 者   教 育 長   俉 楼   司 

         委     員   加屋本   旬 

委     員   信 夫 恵美子 

委     員   木 村   希 

         委     員   財 津 英 明 

 

４．事 務 局   教育総務課長   磯 場 嘉 和 

学校教育課長   柴 田   憲 

         学校給食センター長   福 永 崇 弘 

         生涯教育課長   花 巻   亘 

         スポーツ振興課長   髙 橋 雅 貴 

         教育総務課庶務係長   三 浦 啓 輔 

         教育総務課庶務係   蛯 子 拓 弥 

 

５．教育長の報告 報告第 １ 号 教育行政動向報告（２月５日～３月１２日分）について 

 

６．附議事件   議案第 ９ 号 令和６年度教育費補正予算に係る専決処理について 

         議案第１０号 令和７年度教育費予算に係る専決処理について 

         議案第１１号 七飯町教育委員会事務局組織規則の一部改正について 

         議案第１２号 七飯町地域センター条例の施行に関する教育委員会規則の制

定について 

         議案第１３号 七飯町通級指導実施要綱の制定について 

 

７．閉  会   午後５時４０分 

 

８．会議の大要  会議の大要は別紙のとおりである。 

 

９．署  名    教育長  俉楼  司 
 

 

 

委 員  加屋本 旬 
 

 

 

          調整者  蛯子 拓弥 
 

 

 

 

 



別紙 

 

俉楼教育長   ：それでは皆様お疲れさまでございます。 

少し時間が早いのですけれども、ただいまより令和７年第３回定例七飯町教

育委員会議を開催してまいります。本日傍聴はございません。 

次第２、会議録署名委員の指名でございます。今回は、加屋本委員にお願い

いたします。 

次第３、教育長の報告でございます。 

報告第１号教育行政動向報告（２月５日から３月１２日まで）の報告でござ

います。 

まず、２月５日水曜日には、令和７年第２回定例教育委員会議を文化センター

で開催し、報告案件として２件、附議事件として令和７年度七飯町教育行政

方針の策定についてほか議案３件を審議し、原案のとおり承認をいただいて

ございます。 

同日、令和７年第１回総合教育会議が文化センターで開催され、令和７年度

七飯町教育行政方針を協議し、了承をいただいてございます。 

２月６日木曜日には、令和６年度七飯老人大学閉講式を七飯町文化センター

において執り行ってございます。今年度七飯老人大学では、４７名に終了証

が授与されております。 

同日、株式会社羽衣運輸様より、防犯ブザー２０８個の寄附がありました。

令和７年度に町立小学校及び義務教育学校前期課程へ入学する新一年生に配

付させていただきます。 

次に、２月７日金曜日には、令和６年度アップル大学閉講式を大中山コモン

において執り行っております。今年度アップル大学では、５０名に終了証が

授与されております。 

続いて、２月８日土曜日には、「みずいろの雨」、「パープルタウン」など

数々のヒット曲を持つシンガーソングライター八神純子氏によるコンサート

が七飯町文化協会主催で開催されております。会場である七飯町文化セン

ターパイオニアホールには、約６９０名の聴衆が訪れ、すばらしい楽曲の数々

に聴き入っておりました。 

                  裏面になります。 

                  ２月１４日金曜日には、渡島教育局による第３次人事協議が行われ、町立学

校教職員の異動対象者について、教育長への意見等の聞き取りが行われてお

ります。 

                  ２月１６日日曜日には、町教委主催、七飯町サッカー協会主管による第３１

回七飯町少年少女フットサル大会がスポーツセンターを会場に開催され、９

チーム５１名の児童が参加し、熱戦が繰り広げられております。大会の成績

については、記載のとおりでございます。 

                  ２月１７日月曜日には、函館工業高等専門学校との連携授業である親子科学

体験「ボトルフリップをやってみよう」を文化センターで開催をしておりま

す。９組２０名の親子が参加し、函館高専の先生の指導の下、水の入ったペ

ッドボトルを投げて回転させ、立たせるボトルフリップという遊びを楽しみ

ました。立たせるために、水の量や重心、遠心力のバランスをどのように考

えるかの指導を受けながら、何度もチャレンジをしております。 

                  同日、七飯町地域保健医療対策協議会がかみむらで開催され、教育長が出席

しております。会議には七飯町内の各医療機関の代表者が出席し、来年度の

学校検診の日程などについて協議が行われております。 



                  次に、２月１９日水曜日には、２月の定例校長会議を文化センターで開催し、

教育長、教育委員会管理職及び学校教育指導主事ほかが出席の下、令和７年

度七飯町教育行政方針の策定のほか、２事項について情報提供を行っており

ます。 

                  ２月２０日木曜日には、令和７年第１回臨時教育委員会議を書面により開催

し、令和７年度公立小中学校長の人事異動内示について、原案のとおり承認

をいただいております。 

                  同日、一般財団法人北海道大沼国際交流協会の令和６年度第２回評議委員会

が書面で開催をされております。 

                  ３ページ目になります。 

                  ２月２１日金曜日には、臨時校長会議を文化センターで開催し、校長の人事

異動について内示をしてございます。 

                  同日、２月の定例教頭・主幹教諭会議を文化センターで開催し、教育長、教

育委員会管理職及び学校教育主導主事ほかが出席の下、定例校長会議と同様

の事項について情報提供を行っております。 

                  ２月２３日日曜日には、七飯町スポーツ少年団本部親子レクリエーションを

七飯町スポーツセンターで開催し、４少年団の指導者、保護者及び団員５３

名が５チームに分かれてキックベースボール大会に参加してございます。 

                  ２月２８日金曜日には、令和７年第２回臨時教育委員会議を書面により開催

し、令和７年度公立小中学校職員の人事異動内示について、原案のとおり承

認をいただいております。 

                  同日、臨時校長会議を文化センターで開催し、教頭職以下分の教職員人事異

動について内示をしてございます。 

                  また同日、高齢者叙勲の伝達を行っております。 

                  ３月１日土曜日には、北海道七飯高等学校第４０回卒業証書授与式が同校体

育館で挙行され、教育長が出席をしてございます。 

                  次に、３月３日月曜日から２１日金曜日までの会期により、令和７年第１回

七飯町議会定例会が開催されており、教育委員会関係では、令和７年度教育

行政方針を申し述べ、当初予算などを提案しております。 

                  次、３月８日土曜日には、七飯町スポーツ少年団本部の令和６年度卒団式が

スポーツセンターで執り行われました。今年度は１１団体中８団体の２６名

が卒団し、本部長から、中学校に進学してもスポーツの継続、さらにいろい

ろなスポーツに挑戦して、将来の主導者を目指してほしいと激励の言葉を受

けてございます。 

                  最後、３月１１日火曜日、七飯養護学校体育館において、令和６年度の卒業

証書授与式が挙行され、１１日の中学部の授与式に教育長が出席しておりま

す。なお、１３日の小学部の授与式にも出席を予定しております。 

                  以上、２月５日から３月１２日までの教育行政動向報告でございます。御質

問、御意見等がございましたら、伺いたいと思います。いかがでしょうか。 

俉楼教育長   ：よろしいですか。 

    全員：（はい） 

俉楼教育長   ：それでは、報告第１号については報告済みとさせていただきます。ありがと

うございます。 

                  続いて、４の附議事件。 

                  議案第９号令和６年度教育費補正予算に係る専決処理について、事務局より

説明をお願いします。 

教育総務課長  ：それでは、議案第９号令和６年度教育費補正予算に係る専決処理について、



提案説明を申し上げます。 

                  資料２ページからになります。令和６年度教育費補正予算を別紙のとおり町

長に提出することについて、教育委員会の職務権限に属する事務の一部を教

育長に委任する規則第２条第２項の規定に基づき専決処理しましたので、同

条第３号の規定によりこれを報告し、承認を求めるものでございます。 

                  このたびの補正は、年度末までの決算を念頭とした執行残が見込まれるもの

など、いわゆる整理予算が主な内容でございます。このため、整理予算とし

て計上した科目は、全事業を対象に補正予算額を積み上げておりますので、

一般的な科目、または過不足の増減額の説明を省略し、各ページの左側の目

ごとの補正額の総額のみの説明にとどめさせていただき、特に説明を要する

事業の場合のみその内容を説明しますので、あらかじめ御了承願います。 

                  それでは３ページを御覧ください。 

                  １０款教育費１項１目、教育委員会費は１０万３,０００円の減額。２目事務

局費は事務局費（学校庶務）から教員住宅管理費まで、２目事務局費の合計

で２８５万４,０００円の減額。 

                  ４ページのほうに移りまして、２項１目小学校費の学校管理費は８８３万２,

０００円の減額。 

                  ５ページに移りまして、２目教育振興費は２１０万円の減額。３目学校整備

費は、国の令和６年度補正予算第１号において追加されました学校施設環境

改善交付金事業に、令和７年度実施予定の学校整備費が採択されたことから、

新たに加えた目で、小学校大規模改造事業費では、①として現在施工中の各

小学校空調設備設置事業（Ⅱ期工事分）に２億２,４７２万２,０００円を追加。

七重小学校、藤城小学校及び大沼岳陽学校の校舎棟照明設備改修工事（ＬＥ

Ｄ化）に３,３２９万７,０００円を追加。七重小学校のトイレを洋式化する改

修工事に４９３万９,０００円を追加し、小学校大規模改修事業費の総額で２

億６,２９５万８,０００円を計上しておりますが、執行については全額、令和

７年度への繰越事業として実施するものでございます。 

                  次に、３項１目中学校費の学校管理費は、中学校管理運営費に令和７年度か

ら使用する教科書の指導書等の購入に１,２５２万３,０００円を追加するほ

か、その他は決算見込みにより１目学校管理費の合計で７４４万８,０００円

を追加。 

                  ６ページに移りまして、２目教育振興費は１４３万１,０００円の減額。３目

学校建設費の七飯中学校長寿化改修事業費は、２か年工事にわたる契約のう

ち、令和６年度実施分の支払額に合わせ、２億５,１４０万７,０００円の減額。

次の七飯中学校長寿化改修事業（Ⅱ期工事分）と、中学校大規模改修事業に

ついては、小学校費の学校整備費と同様に採択されました、学校施設環境改

善交付金事業の（中学校費）の追加分で、七飯中学校長寿化改修事業（Ⅱ期

工事分）は総額１１億１,１９１万７,０００円を追加。中学校大規模改造事業

費では、現在工事施工中の大沼岳陽学校空調設備設置工事（Ⅱ期工事分）に

２,３３２万円を追加。大沼岳陽学校校舎棟照明設備改修工事（ＬＥＤ化）に

４７５万２,０００円を追加し、中学校大規模改造事業費の総額で２,８０７万

２,０００円を計上しておりますが、こちらも執行については、令和７年度へ

の繰越事業として実施するものでございます。 

                  次に、４項１目社会教育総務費は７０万６,０００円の減。 

                  ７ページに移りまして、２目文化振興費は、本町地域センターの老朽化によ

り、文化センター内に移転する七飯町図書室の開設準備費を予算計上してお

りますが、中段にあります図書室移転開設事業費で、図書管理検索システム



の導入及び関連経費に６２８万５,０００円をはじめ、図書室機能を充実する

スペースの空調設備設置工事、その他備品購入費を合わせて１,１６３万円を

追加。その他、前ページの文化振興費から図書室管理費まで、２目文化振興

費の合計で１,１４２万１,０００円を追加。３目社会教育施設振興費は文化セ

ンター管理費から大沼婦人会館管理費まで、３目社会教育施設振興費の合計

で１５１万９,０００円の減額。 

                  ８ページに移りまして、４目文化財保護費は６６万５,０００円の減額。 

                  ５項１目保健体育総務費は７３万７,０００円の減額。 

                  ９ページに移りまして、２目学校給食費は７０万８,０００円の減額となりま

す。 

                  提案説明は以上でございます。よろしく御審議賜りますようお願いいたしま

す。 

俉楼教育長   ：提案説明は以上でございます。 

                  御意見、御質問等があれば伺いたいと思います。よろしいでしょうか。 

      全員：（はい） 

俉楼教育長   ：基本的に、予算執行具合をみた整理予算がこの３月には例年行われるという

ことで、ふだんと違うのは工事費で億を超える工事費がついているというこ

とについては、例年であれば当初予算編成の際に予算組みをするのですけれ

ども、このたび、国の補正予算を活用することによって、優位な起債を活用

することができると、それは財政上も有利だということになりますので、そ

れを活用するということになります。そのような点で、少し工事費が補正予

算に出ているということでございますので、御理解をいただきたいと思いま

す。よろしいでしょうか。 

      全員：（はい） 

俉楼教育長   ：ありがとうございます。 

                  それでは、議案第９号令和６年度教育費補正予算に係る専決処理については、

御承認いただいたものといたします。ありがとうございます。 

         続いて、議案第１０号令和７年度教育費予算に係る専決処理について、事務

局より提案をお願いします。 

教育総務課長  ：それでは、議案第１０号令和７年度教育費予算に係る専決処理について、提

案説明申し上げます。 

                  令和７年度教育費予算を別紙のとおり町長に提出することについて、教育委

員会の職務権限に属する事務の一部を教育長に委任する規則第２条第２項の

規定に基づき専決処理しましたので、同条第３項の規定によりこれを報告し、

承認を求めるものでございます。 

                  資料の１１ページのＡ３の資料を御覧いただきたいと思います。 

                  教育予算として、１０款教育費は、１項教育総務費から５項保健体育費まで

５項で編成されておりまして、五つの項の合計が教育費予算の総額となりま

す。 

                  令和７年度当初予算の総額は、８億８,４１２万９,０００円で、令和６年度の

当初予算の額と比較しますと９億８,７６４万１,０００円の減額となってお

ります。減額の多い事業としては、七飯中学校の長寿命化改修工事（Ⅱ期工

事分）が先ほどお話しました、国の令和６年度の補正予算に採択されたとい

うことで、令和７年度当初予算で計上しないで令和６年度の補正予算として

計上し、事業を７年度に繰り越すこととしたためでございます。 

                  それでは、教育総務課所管の個別の予算について提案説明いたします。 

                  １項教育総務費は、当初予算額１億３,６０５万９,０００円で、前年度比較２,



４６６万２,０００円の増。１目教育委員会費は、当初予算１８７万円で、前

年度比９万２,０００円の減でございます。事業内容は、教育委員の報酬、費

用弁償などが主な予算となっております。 

                  次に、２目事務局費は、当初予算１億３,２２２万７,０００円で、前年度比較

２,２７９万２,０００円の増となっております。 

                  続きまして、事業ごとの説明になります。 

                  事業予算１の事務局費（学校庶務）は、当初予算１,０６３万７,０００円で、

前年度比６２９万７,０００円の増で、事業内容は、教育委員会の職員旅費や

需要費などが主な予算となっております。増の理由としましては、事業統合

で、中学校部活動等の対外競技に係る補助金である２の対外競技参加費６０

０万円、これを統合したためとなってございます。 

                  事業予算２の対外予算は先ほど説明したとおり、事務局費に統合となりまし

たので、予算額は皆減となってございます。 

                  少し飛びまして、事業予算６の学校教育公用車管理費は、当初予算３９万９,

０００円で、前年度比１９万７,０００円の減で、教育総務所有の公用車２台

の維持管理費となってございます。 

                  事業予算７の教員住宅費は、当初予算１９４万８,０００円で、前年度比１万

１,０００円の減で、教員住宅の維持管理費が主な予算となってございます。 

                  次に、３目地域センター管理費は、当初予算１９６万２,０００円で、皆増と

なってございます。これは鶴野地域センター、旧鶴野小学校の管理費で、昨

年度までは町長部局で予算計上しておりましたが、鶴野会館を廃止しまして、

町内会館機能ごと鶴野地域センターに移転することや、教育支援センターや

体育館を教育委員会部局として活用していることから、教育総務課での予算

計上となってございます。 

                  予算の内容としましては、施設の光熱費、消防設備や浄化槽の維持点検など

となってございます。鶴野地域センターの平面図のカラーのものを参考まで

にお手元に配付しておりますので、後ほど見ていただければと思います。 

                  次に、２項小学校費は当初予算１億５,１２０万５,０００円で、前年度比較で

４,４９９万９,０００円の減。１目学校管理費は当初予算１億４,２４８万１,

０００円で、前年度比較４,５９９万８,０００円の減となってございます。 

                  事業予算では二つ飛んで、３の校舎等営繕費（小学校）は当初予算額５,５３

９万２,０００円で、前年度比較３,８１６万円の減で、各小学校の施設管理、

委託料、工事請負が主な原因となってございます。来年度の減の要因は、今

年度、七重小学校、藤城小学校、峠下小学校体育館の水銀灯、それから職員

室の照明のＬＥＤ工事が終了したこと、また、令和７年度当初予算で計上予

定だった、七重小学校、藤城小学校、大沼岳陽学校の普通教室のＬＥＤを令

和６年度当初予算で計上したことによるものでございます。 

                  次に、３項中学校費は当初予算１億８２９万２,０００円で、前年度比１０億

３,１１０万８,０００円の減。１目学校管理費は当初予算９,８７０万３,００

０円で、前年度比７２６万８,０００円の増となってございます。 

                  事業予算では、３の校舎等営繕費（中学校費）は当初予算３,３１５万６,００

０円で、前年度比２７１万６,０００円の増で、中学校の施設管理における経

費が主な予算となっております。今年度の増額の要因は、大中山中学校の体

育館の床ワックス、これは隔年で実施しておりまして、それと同じく体育館

の換気設備の設置に伴うものです。３目学校建設費は、事業予算１の七飯中

学校長寿命化改修事業として、当初予算額は０円ですが、令和６年補正予算

と計上し、事業を７年度に繰り越すこととしております。 



                  次に、４項社会教育費は当初予算額１億４,９８２万４,０００円で、前年度比

較３６０万２,０００円の増。１目社会教育総務費は当初予算３６８万３,００

０円で、前年度比６７万７,０００円の減。 

                  事業予算５、社会教育施設改築事業費は当初予算額０円、前年度比較４１万

２,０００円の減で、令和５年度から継続しております社会教育施設整備のた

めの基本構想・基本計画を策定するための経費です。お手元に配付しており

ますが、３月４日開催の検討委員会で、基本構想及び基本計画が町長に答申

されております。 

                  教育総務課所管の提案説明は以上でございます。 

学校教育課長  ：続きまして、学校教育課所管の予算について御説明いたします。 

                  １項教育総務費２目事務局費は、事業予算名３の事務局費（学校教育）は、

当初予算額２,２９７万４,０００円で、前年度比較２７０万円の増となってお

ります。主な要因は、隔年で実施している三木町交流事業補助金が、事業年

度となることから増となったことによるものでございます。内容は、各種委

員会の運営費、教職員の健康診断委託料が主な予算となっております。 

                  事業予算名４の事務局費（教育支援）は、当初予算額３,４３３万４,０００円

で、前年度比較２９０万８,０００円の増となっております。主な要因は、会

計年度任用職員報酬につきまして、人事院勧告による単価上昇に伴い増と

なったことによるものでございます。内容は、会計年度任用職員の人件費が、

主な予算となっております。 

                  事業予算名５のスクールバス運行費は、当初予算額６,１９３万５,０００円

で、前年度比較１,７０９万５,０００円の増となっております。主な要因は、

全国的なバス運転手不足からと思われる賃金単価の上昇に伴い、スクールバ

ス運行委託料が増、町が所有する平成１９年度購入のマイクロバス老朽化に

伴い、更新費用として、スクールバス購入費が増となったことによるもので

ございます。内容は、大沼地区で４台、豊田地区で１台のスクールバス運行

費用となっております。 

                  次に、２項小学校費１目学校管理費、事業予算名１の小学校管理運営費は、

当初予算額８,０９７万６,０００円で、前年度比較７７９万６,０００円の減

となっております。主な要因は、教具備品購入費で小学校で使用する教科書

採択に伴う教師用指導書の購入が終了したことなどによる減、庁用器具購入

費が減となったことによるものでございます。内容は、各小学校の管理運営

費用となっております。 

                  事業予算名２の児童保健衛生費は、当初予算額６１１万３,０００円で、前年

度比較４万２,０００円の減となっております。ほぼ例年どおりの計上となっ

ており、内容は小学校児童の学校検診費用となっております。 

         ２目教育振興費は、事業予算名１の児童就学奨励費は、当初予算額８７２万

４,０００円で、前年度比較９９万９,０００円の増となっております。主な要

因は、特別支援学級対象児童数の増によるものでございます。内容は、小学

校児童の就学援助費用となっております。 

                  次に、３項中学校費１目学校管理費は、事業予算名１の中学校管理運営費は、

当初予算額６,３０１万円で、前年度比較４４８万７,０００円の増となってお

ります。主な要因は、中学校教科書の改訂に伴う教師用指導書更新費用によ

るものでございます。内容は、各中学校の管理運営費用となっております。 

                  事業予算名２の生徒保健衛生費は、当初予算額２５３万７,０００円で、前年

度比較６万５,０００円の増となっております。ほぼ例年どおりの計上となっ

ており、内容は、中学校生徒の学校検診費用となっております。２目教育振



興費は、事業予算名１の生徒就学奨励費は、当初予算額９５８万９,０００円

で、前年度比較９３万６,０００円の増となっております。主な要因は、準要

保護対象生徒数の増によるものでございます。内容は、中学校生徒の就学援

助費用となっております。 

                  学校教育課分の説明は、以上でございます。 

生涯教育課長  ：続きまして、生涯教育課所管分の当初予算額について御説明申し上げます。 

                  ページ中段４項社会教育費は、当初予算額１億４,９８２万４,０００円、前年

度比３６０万２,０００円の増です。１目社会教育総務費は当初予算額３６８

万３,０００円で、前年度と比較しますと６７万７,０００円の減となってお

り、事業予算は１から４の４事業となっております。 

                  事業予算１、社会教育総務費は当初予算額３４万６,０００円で、前年度比１

９万２,０００円の減。内容は、社会教育委員の報酬や旅費、その他社会教育

全般を推進するための事業費で、新年度は、全道社会教育研究大会の開催地

が網走市から檜山管内江差町へと移り、近隣になったことから、旅費等が減

額となっております。 

                  事業予算２、生涯学習事業費は当初予算額１２９万８,０００円で、前年度比

１２万円の減。内容は、高齢者教育、青少年教育育成、成人式開催などの事

業費で、新年度は「二十歳の集い」の対象者数減少に伴い、参加者数も減っ

てきていることから、２０名分を減らし、それに係る報償費や需用費を減額

しております。 

                  事業予算３、町内会館振興費は当初予算額１７０万円で、前年度比９万４,０

００円の減。内容は、１７ある町内会館の光熱水費等の運営管理に必要な経

費の補助を行う事業で、新年度から、１施設が対象外となったことから減額

となっております。 

                  事業予算４、生涯教育公用車管理費は、当初予算額３３万９,０００円で、前

年度比１４万１,０００円の増。内容は、生涯教育課で所有している公用車の

管理費となっており、令和６年６月末で生涯教育課が所管する公用車のリー

ス期間期限が終了しましたが、令和７年４月から新たに情報防災課より別の

公用車が１台移管されたことにより、その公用車の管理経費が増額となって

おります。 

                  そして、先ほど教育総務課から説明がありました事業予算５は皆減となって

おります。次に、２目文化振興費は当初予算額１,８２２万４,０００円で、前

年度比３７５万３,０００円の増。事業予算は１から３の３事業となっており

ます。 

                  事業予算１、文化振興費は当初予算額８７０万７,０００円で、前年度比６１

万円の増となっております。内容は、文化芸術活動への支援、公民館講座や

各地区の文化祭のための予算で、令和７年度は９月に七飯町文化センターに

おいて、劇団四季の「こころの劇場」が開催されることが決まったため、公

演機材の搬入委託料、観劇対象となる町内小学生の移動用バスの車両借上料

が増額となっております。 

                  事業予算２、図書室管理費は当初予算額３５９万７,０００円で、前年度比２

８７万１,０００円の増。内容は、図書振興のためのワークショップを開催す

るための報償費と、図書室移転に伴う蔵書購入のため、図書購入費が２８７

万円増額となっております。 

                  事業予算３、公民館管理費は当初予算額５９２万円で、前年度比２７万２,０

００円の増。内容は、峠下・藤城公民館、大沼多目的会館の管理運営のため

の事業費で、消火器の使用期限が切れるため、更新費用として需用費が増額



となっております。３目社会教育施設振興費は当初予算額１億１,５２７万,７

０００円で、前年度比２６１万４,０００円の増。事業予算は、１から４の４

事業となっております。 

                  事業予算１、文化センター管理費は当初予算額７,６０６万円で、前年度比２

３９万１,０００円の増。内容は、文化センターの運営、維持管理を行う事業

費で、新年度は文化センターの上水と冷暖房用の水を回す給水ポンプを改修

するため、工事請負費が皆増となっております。 

                  事業予算２、大中山コモン管理費は当初予算額１,９４６万２,０００円で、前

年度比２８２万６,０００円の増。内容は、大中山コモンの運営、維持管理を

行う事業費で、消火器の使用期限が切れるための更新費用と、暖房用ボイラー

の改修費用が増額となっております。 

                  事業予算３、大沼婦人会館管理費は当初予算額６８１万１,０００円で、前年

度比２４４万７,０００円の減。内容は、大沼婦人会館の運営、維持管理を行

う事業費で、融雪用電気料の使用月数を２か月分減らすこと、また、隔年実

施である舞台吊物装置保守点検業務委託料が、令和６年度に終了したことな

どによる減額となっております。 

                  事業予算４、社会教育施設管理費は当初予算額１,２９４万４,０００円で、前

年度比１５万６,０００円の減。内容は、大川コミュニティセンターや振興会

館をはじめとする各社会教育施設の運営、維持管理を行う事業費で、消火器

の使用期限が切れるため、更新費用が増額となり、また、令和６年度に緑町

会館の屋根塗装修繕が完了したことから、修繕料が減額となっております。 

                  次に、４目文化財保護費は当初予算額１,２６４万円で、前年度比２０８万８,

０００円の減。事業予算は二つとなっております。 

                  事業予算１、文化財保護費は当初予算額７８万９,０００円で、前年度比２万

８,０００円の減。内容は、文化財保護活動の推進のための事業費で、これま

での執行状況、決算状況から、消耗品費の減額を見込んだものでございます。 

                  事業予算２、歴史館管理費は当初予算額１,１８５万１,０００円で、前年度比

２０６万円の減。内容は、歴史館の運営管理を行う予算で、主な減額の内容

は、令和６年度にＬＥＤ化改修工事が終了するため、実施設計委託料が皆減

となっております。 

                  生涯教育課所管分の説明は以上でございます。 

スポーツ振興課長：それでは、スポーツセンター所管分の予算の説明について御説明させていた

だきます。 

                  ５項１目保健体育総務費は、当初予算８,８１１万３,０００円、前年度比２,８

７１万９,０００円の減でございます。主な要因は、大中山地域体育館事業用

借地権設定契約の借地期間が満了し、契約に基づき大中山地域体育館の借用

用地を購入したことから、大中山地域体育館借地用地購入費の分が皆減と

なってございます。 

                  次に、事務事業について御説明いたします。 

                  １、スポーツ振興総務費は当初予算８７８万７,０００円、前年度比１１万６,

０００円の減です。主な内容は、トルナーレチャレンジカップ、大沼湖畔駅

伝、各種スポーツ協会・スポーツ少年団への補助金が主な支出となってござ

います。 

                  事業予算２、スポーツ合宿事業費は、陸上合宿、サッカー合宿に係る予算で

ございます。当初予算３６４万６,０００円、前年度比４３万３,０００円の減

でございます。主な理由は、昨年度の実績により、自動車借上料が減少した

ためでございます。 



                  事業予算の３、体育施設管理費は、スポーツセンター、地域体育館等の維持

管理経費でございます。当初予算３,６５７万７,０００円、前年度比２,７４６

万４,０００円の減でございます。こちらは先ほど説明しましたが、大中山地

域体育館の借地権が終了して、大中山地域体育館の借地用地購入によるもの

でございます。 

                  事業予算の４、体育施設公用車管理費です。各施設にて管理している公用車

の事業費となります。当初予算額２５万７,０００円、前年度比１９万９,００

０円の減でございます。 

                  事業予算の５、東大沼多目的グラウンド管理費です。こちらにつきましては、

本年度予算２,７９９万１,０００円、前年度比３８万円の増額。こちらの内容

としましては、トルナーレの維持管理費でございます。 

                  事業予算の６、東大沼多目的グラウンド作業車管理費です。当初予算３２万

６,０００円、前年度比３,０００円の減。こちらは、トルナーレで使用してい

る作業用２トントラックの維持管理費でございます。 

                  最後７番目、パークゴルフ場指定管理費です。こちらは町内に２か所あるパー

クゴルフ場の指定管理費の費用となっており、当初予算額１,０５２万９,００

０円、前年度比５４万２,０００円の減です。主な理由につきましては、本町

のパークゴルフ場にありますスタートマットの更新が終了したことによるも

のでございます。スポーツ振興課所管分の説明は以上です。 

学校給食センター長        ：それでは、学校給食センター所管分の予算について御説明いたします。 

                  ２目学校給食費は、当初予算額２億５,０６３万６,０００円で、前年度比較８,

８９２万１,０００円の増でございます。これは、学校給食費無償化の事業費

が主な要因でございます。 

                  次に、事業予算の説明になりますが、事業予算名１の学校給食センター運営

費は、当初予算１億５,１６６万１,０００円で、前年度比較１,００５万４,０

００円の減でございます。これは、学校給食費の無償化により、多子世帯児

童生徒給食扶助費の減額が主な要因でございます。事業内容は、学校給食セ

ンターを運営する予算でございます。 

                  次に、事業予算名２の学校給食物価高騰支援事業費（交付金事業）は、当初

予算９,８９７万５,０００円で、当初予算としては新設の事業でございます。

事業内容は、児童生徒の学校給食費無償化の予算でございます。 

                  学校給食センター分の説明は、以上でございます。 

俉楼教育長   ：今、議案第１０号令和７年度教育費予算に係る専決処理について、提案説明

を申し上げました。御意見等があれば、伺いたいと思います。 

         はい、加屋本委員。 

加屋本委員   ：意見ではないですが、分からないところがあるので。 

俉楼教育長   ：はい、加屋本委員。 

加屋本委員   ：本当に初歩的な質問かなと思うのですけれども、生涯教育とか生涯スポーツ

とか、そういうことについて教えていただければと思います。 

                  例えば、町でいくと体育協会とか、文化協会とかそういうものがあって、そ

の下にたくさんの、これもサークルというのか何というのか、団体がありま

す。そういうものに対して、町からの補助金というのか、そういうものは出

るのですか。文化振興だとか、生涯スポーツの振興だとか、そういうことを

目的にして、そういうものに対する補助金というのは出るかどうか、これが

１点。もし出るとしたら、その親団体に出して、そして親団体のほうできち

んとやっているのか、あるいは、各サークルとか下部の団体が補助の申請を

してもらい交付しているのか。 



                  それともう一つは、そういうものに対して、例えば、これだけ補助金を交付

したので、予算を作って決算をして、そして町に対して報告をするとか、そ

ういうこともやっているのかということについて、分からないので教えてい

ただきたいと思います。 

俉楼教育長   ：事務局。 

生涯教育課長  ：文化協会に対する補助金というのはございます。文化協会というのは、町の

文化協会で主な業務としましては、主催事業とか共催事業として、例えば、

先ほど教育行政動向報告で御説明した八神純子氏のコンサートだとか、そう

いうものを主催または共催公演するための団体というのが文化協会。こちら

に対する補助というのはございます。 

                  それで、各サークルが入っている団体で文化団体協議会というのがございま

して、そちらに対して町から補助をしているということはなくて、文化団体

協議会に入っている各サークルに、町が直接補助しているということもござ

いません。ただ、今まさに過渡期にあるのですけれども、文化団体協議会に

入っている各サークルは、町の文化センター等を使用して活動するに当たっ

て、文化団体協議会のサークルとして、教育委員会に登録してもらうことに

よって、使用料が免除になったりしております。それについて、今後も免除

をし続けるためにはそれぞれの活動内容について、ちょっと決算書だとかを

出して、要は営利の団体ではないですよということを今後はちょっとお示し

してほしいというふうな、今、制度改正の最中であるところでして、直接町

からそれぞれのサークルに補助金とかを出しているということはないのです

けれども、登録して文化センターを使ったり、例えば大中山コモンの大ホー

ルを使ったり、文化センターのホールを使ったりする。そういうときに料金

が半額免除になったり、場合によっては全額免除になったりするときに、そ

の登録の要件として活動内容を営利団体ではないこと。例えば、誰か講師の

人が毎回呼ばれて、その人の収入源を与えるような活動内容になる等、そう

いうのと区別するために、決算書を出してくださいということはやっており

ます。 

俉楼教育長   ：スポーツ振興課長。 

スポーツ振興課長：スポーツ協会につきましては、町民スポーツ大会等の主催だとか、あと各種

町民向けの教室や大会等を開いております。町の主催事業に、例えばこども

のプール教室だとかスキー教室だとか、そういうところに協力いただいてお

りますので、その事業費として補助しておりまして、末端のサークルにまで

は支払っていません。 

俉楼教育長   ：補助の流れを説明してください。町からスポーツ協会、スポーツ協会から各

スポーツ団体への流れをちょっと説明してください。 

スポーツ振興課長 ：七飯町において、町から補助金をいただきまして、その一部をまず固定助成

金ということで、各スポーツ協会に、例えば、１団体３万円から５万円といっ

た金額をお支払いしまして、そのほかに事業助成として町民向けの大会だと

か、そういうものを開いていただいたときに一事業１万円ということでお支

払いしています。 

加屋本委員   ：そうしたら、大元の団体に補助金を渡して、個々の団体ではなくそこの中で

事業をしているということなのですね。そして、そういう形で上の団体から

下の団体に、こんな事業をしたり、体育館だとか会場も免除だとかそういう

恩恵があるので、あとは、では受益者負担みたいにして、サークルとかに入っ

ている人が管理費とかを出して、足りない部分はおのおの自己負担して、執

務を行っているということなのですね。そういうことをして、例えば、最後



スポーツのことが出てきたのだけれども、町民のスポーツ大会みたいな、町

民向けのものをやっぱり開くみたいな、そういうのが割り当てされていると

言ったらおかしいけれども、そういう部分もあるということなのですね。 

スポーツ振興課長：大会の企画等も協会に開いていただいていまして、そこに加盟しているサー

クルにお手伝いをしていただいております。 

加屋本委員   ：分かりました。私も町のサークルにほとんど参加していませんでしたから、

あまり分からなくて、最近パソコンサークルに入っているものだから、何か

会費を出して必要な物を買ったり機械とか買ったので、まさか、それ全部町

から補助出ているのかなと思ったりもしたもので。 

信夫委員    ：例えば、私たちの合唱の場合は、年齢が高い人たちが何人登録しているかと

いうので、それを社会福祉協議会のほうに出すと、社会福祉協議会のほうか

ら補助金はもらえるというのがあります。 

加屋本委員   ：社協から出るのもあるのですね。 

信夫委員    ：出るのです。一応はルールとかあるのですけれども、何のために、こういう

ことに使いますとか何とかといって、１団体、上限もあるのですけれども、

それを使ってあとの残りについては自分たちの会費を出してというふうにし

てやっています。 

加屋本委員   ：何らかの形で、社会貢献とか、社会に還元するとか、そういう活動は割り当

てられていると言ったらおかしいですけれども、そういう形みたいにはなっ

ているということなのですね。理解しました。 

俉楼教育長   ：ほかにありますでしょうか。よろしいでしょうか。 

      全員：（はい） 

俉楼教育長   ：それでは、議案第１０号令和７年度教育費予算に係る専決処理については、

御承認賜わったものとさせていただきます。 

                  続いて、議案第１１号七飯町教育委員会事務局組織規則の一部改正について、

また、関連がありますので、議案第１２号七飯町地域センター条例の施行に

関する教育委員会規則の制定について、一括で提案説明をお願いします。 

教育総務課長  ：それでは、議案第１１号及び第１２号について、提案説明させていただきま

す。議案資料と書いたもののほうの資料の１を御覧願います。それでは、資

料に基づいて御説明いたします。 

                  七飯町教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則の概要でございま

す。 

                  １の改正の趣旨ですが、七飯町の公共施設の再編・再配置の一環として、令

和７年度から老朽化が進む鶴野地域会館の会館機能を鶴野地域センターに集

約することとなり、関係する条例について、令和６年１２月定例会及び令和

７年３月定例会において可決されました。このことにより、鶴野地域センター

は、主たる利用用途が七飯町教育支援センター及び地域会館機能となること

から、施設の所管を七飯町財政課から七飯町教育委員会教育総務課に変更す

ることとなったため、この規則を制定するものです。 

                  ２の改正内容ですが、（１）として、教育委員会に所属する施設に鶴野地域

センターを加えます。（２）として、教育総務課教育施設係の分掌事務に、

課に属する施設の管理及び運用に関することを加えます。 

                  ３として、七飯町地域センター条例の施行に関する教育委員会規則の制定で

す。令和６年１２月定例会において可決されました七飯町地域センター条例

の一部改正により、鶴野地域センターの貸室から、七飯町教育支援センター

が専有する研修室１、２及び鶴野地域会館として使用する研修室３が削除さ

れましたが、残り二つの貸室の使用申請に関する手続については、七飯町地



域センター条例施行規則の規定の例により、七飯町教育委員会が事務処理に

当たることとなったため、「七飯町地域センター条例の施行に関する教育委

員会規則」を同時に制定し、その旨を規定するものでございます。 

                  ４としまして、施行期日ですが、どちらもこの規則は令和７年４月１日から

施行されます。特段の経過措置はございません。 

                  次のページに新旧対照表がついておりまして、その次のページに七飯町教育

委員会事務局組織規則がついてございますので、後ほど御覧いただければと

思います。 

                  提案説明については、以上でございます。よろしくお願いいたします。 

俉楼教育長   ：議案第１１号、第１２号について、一括して提案説明をさせていただきまし

た。何か御質問、御意見等があれば伺いたいと思います。よろしいでしょう

か。 

      全員：（はい） 

俉楼教育長   ：ありがとうございます。 

                  それでは、議案第１１号七飯町教育委員会事務局組織規則の一部改正につい

ては、御承認賜ったものとさせていただきます。 

                  次の、議案第１２号七飯町地域センター条例の施行に関する教育委員会規則

の制定について、こちらも御承認いただいたとさせていただきます。ありが

とうございました。 

                  続きまして、議案第１３号七飯町通級指導実施要綱の制定について、事務局

から提案説明をお願いします。 

学校教育課長  ：それでは、議案第１３号七飯町通級指導実施要綱の制定について、提案説明

申し上げます。 

                  このたび提案いたします七飯町通級指導実施要綱の制定につきましては、令

和８年度から開設を予定している通級指導教室につきまして、令和７年度よ

り対象児童の判定等、事前に準備を行っていることから、必要な事項を次の

とおり定めるものでございます。 

                  それでは、資料２の七飯町通級指導実施要綱の概要を御覧ください。 

                  １の制定理由でございます。現在、当町において検討を進めている通級指導

教室の開設について、児童及び生徒に対して当該児童等が在籍している学校、

または他の町立学校及び義務教育学校において通級による指導を行うため、

新たに要綱を制定するものでございます。 

                  ２の制定の内容でございます。通級による指導の対象となる児童及び生徒や

その必要性の判断について、また、通級による指導を受ける場合の特別の教

育課程の編成等において必要な事項を定めます。 

                  ３の施行期日でございます。この訓令は、令和７年の４月１日から施行する

ものでございます。なお、要綱の全文につきましては、議案に記載したとお

りとなってございます。 

                  提案説明は以上でございます。御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

俉楼教育長   ：ありがとうございます。 

                  議案第１３号について、提案説明をさせていただきました。御質問、御意見

等があれば伺いたいと思います。いかがでしょうか。 

                  加屋本委員。 

加屋本委員   ：何回読んでもちょっと理解できないところがあったのだけれども、この通級

指導というのは、７年度、８年度から始まることなのですか。何かずっと通

級指導みたいな形で、現場では扱っていたような気がしたものだから、ちょっ

と分かりづらかったというか。形とすると、一つの学校の中に、いわゆる普



通学級と言われるところにいる、この中でもここについては、少し支援が必

要な部分があるから通級に行くと、その学校の中にある何か場所を設定して、

そういうような形なのですか。 

俉楼教育長   ：事務局。 

学校教育課長  ：それでは、通級指導教室とは何でしょうかという方もいらっしゃるかもしれ

ませんので、ちょっとその辺からお話をいたします。 

                  皆さん御存じのとおり通常学級といいますか、その学級のほかに特別支援学

級という、いわゆる障害を持ったこどもたちが学ぶ教室がございまして、特

別支援教室についてはその障害の内容について、例えば、知的であったり、

情緒面であったり、病気等、あと肢体不自由とか、いろいろな種別がござい

ますけれども、そことは別に通級指導教室というのは、通常の学級に在籍し

ていながら、大部分、基本的にはその学級で授業を受けながら、一部、通級

指導教室という別の教室、別の場所において、こども一人一人の困難さ、特

性といいますか、そういったことに応じた指導を受けるような形でございま

す。 

                  今、加屋本委員がおっしゃった、これまで通級があったのではないかという

お話につきましては、七飯町にこれまで通級指導教室は設置されておりませ

んでした。ただ、主に言語面なのですけれども、言語の特別支援学級という

のがなかなか設置が難しく、そちらの通級指導教室が北斗市の学校にありま

して、そちらに通われているお子さんが１名、２名いらっしゃいます。以前

もおりましたけれども、その場合は隣町の北斗市の教室に通われているお子

さんがおりますので、多分そのことをおっしゃっているのだと思います。 

                  この通級指導教室なのですけれども、簡単に設置できるわけではなく、対象

になる児童生徒が１３名いないとまず設置ができないというところで、先ほ

ど隣町になぜ通っていたかというところなのですけれども、１３名いないと

いうことから隣町に通われていたというところで、それにつきまして、加配

という特別な措置として北海道から教員が派遣されるということで、ほかの

学校の先生と同様に追加で配置されるという形になってございます。 

                  なぜ令和８年度かといいますと、こういったこどもが何人いるので先生を追

加してくださいという申請を、前年度の秋くらいにはする必要があります。

なので、もし令和７年度にスタートするのであれば、今年度（令和６年度）

の秋口にお話をしていなければいけないのですけれども、間に合いませんで

した。なぜ間に合わないかというのは、通級指導教室にはいわゆる特性を持っ

たこどもが行くことになります。これは単純に学校の先生がこのこはこう思

うから通級指導教室だとか、もしくは保護者がこのこはこういう特性だから

通級指導教室だとすぐ決まるものではありません。特別支援のこどももそう

なのですけれども、どういう特性を持っているのか、例えば検査の内容だっ

たり、どういうことが苦手でどういうことが得意かということを、七飯町で

はちゃんと判定してございます。判定というのは特別支援学級の先生が中心

となって、そのこどもの様子を見たり、その検査結果を見たりして、最終的

には、例えば病院の先生だとか、特別支援学校の先生とかを踏まえた上で、

そのこどもによってどのような形がいいのかというのを判定しております。

例えば、この内容であれば特別支援学校のほうが望ましい、この内容であれ

ば特別支援学級、この内容であれば通常学級で様子を見ましょうというふう

にやっております。通級指導教室もそういった形で同様に判定をしなければ

いけないということで、その判定をする準備がこの要綱でございます。この

要綱を令和７年４月から立ち上げることによって、各学校の先生がそれに



よって動けることになるということで、令和８年度の開設に向けて、まず再

来年度に入るこどもたちの判定をしていくための準備ということで、こうい

う形で説明させていただきました。今のところ予定しているのは大中山小学

校と七重小学校なのですけれども、七重小学校の人数のほうがなかなか、今

の見通しだと難しいということで、今のところ令和８年度に大中山小学校の

開設に向けて準備をしているというような感じでございます。ちょっと説明

が長くなりました。以上でございます 

俉楼教育長   ：加屋本委員。 

加屋本委員   ：もう一つ。つまり、在籍校の校長とか設置校の校長とか、そういう書き方を

しているということは、町内に１か所、通級学級みたいなものをつくるとい

うことですか。例えば、七重小学校につくる、大中山小学校にもつくるとか、

そういうことではなくて、別枠でどこかの学校に一つ通級学級というのをつ

くって、１３名以上の該当者がいるとそこに通級するという。全くこれ特別

支援学級に行って、行程、昔はよくやっていたことがあったのです。それと

は違うのですか。 

俉楼教育長   ：事務局。 

学校教育課長  ：今、大中山小学校というお話をしましたけれども、いろいろな形がございま

す。今、私どもが考えているのは、大中山小学校に通級指導教室を設置して、

大中山小学校のこどもがそこの通級指導教室に通うという形でございます。

やり方としては、複数の学校のこどもがそこに学ぶという形もできます。結

局、最終的に１３名そこで集まれば開設できるのですけれども、それはまだ

方策としてはあるのですけれども、まずは今、数を満たしそうな大中山小学

校に設置して、大中山小学校のこどもに通っていただくと。この制度が根づ

いてほかの学校とかでもそういったこどもたちのある程度の数が見込めるこ

とであれば、例えば、巡回とかいろいろな方式がありますけれども、そういっ

たことも最終的には視野に入れるような形でございます。 

                  なぜ１３名かといいますと、一応、週に１時間ないし２時間の特別な個別指

導を受ける。一人の先生に一人のこどもが受ける。例えば、１日５時間とし

ますと、週に２５時間、２５コマありますけれども、１３名ぐらいですと週

に２時間程度、マンツーマンで対応できると。もし１３人ぴったりだと２６

時間分ですので、週に２時間受けられますし、逆に２６人とか２５人とかい

ますと、週１時間になるということは、一人の先生がついて、そこに一人ず

つ個別の指導を受けるというような形で、自分の学級に在籍しながら１週間

に一度、その時間だけ特別支援学級で個別指導を受けるというのが通級指導

教室です。 

俉楼教育長   ：よろしいでしょうか。あと何かありますか。よろしいですか。 

      全員：（はい） 

俉楼教育長   ：ありがとうございます。 

                  それでは、議案第１３号七飯町通級指導実施要綱の制定については、御承認

賜ったものとさせていただきます。ありがとうございます。 

                  今回、附議した議案については、全て承認いただきましたので、以上をもち

まして、第３回定例七飯町教育委員会議は終了させていただきます。 

                  お疲れさまでした。 

 

 

 


